
腎 臓 内 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野

医師
教育研修
副部長

小泉　三輝

日本腎臓学会専門医・指導医
日本透析医学会専門医・指導医
日本集中治療医学会専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・JMECCインストラクター
日本急性血液浄化学会認定指導者

腎臓内科

医 師 髙折　光司

日本腎臓学会専門医・指導医・評議員
日本透析医学会専門医・指導医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本プライマリ・ケア連合学会プライマリ・ケア認定医・指導医
京都大学博士（医学）

腎臓内科

医 師 西尾　治臣
日本腎臓学会専門医・指導医
日本透析医学会専門医
日本内科学会総合内科専門医
京都大学医学博士

腎臓内科

医 師 河合悠里子 日本内科学会内科専門医
日本腎臓学会専門医 腎臓内科

専 攻 医 石田　万菜 腎臓内科

専 攻 医 藪本　浩之 腎臓内科

医 師 泉谷　　梓
日本内科学会認定内科医
日本腎臓学会専門医
日本透析医学会専門医

腎臓内科

｜2024年度の主な取組｜

施設認定
・日本腎臓学会研修施設
・日本透析医学会認定施設
・日本急性血液浄化学会認定指定施設

クリティカルパスは 3つ活用している。

専門医資格等
日本腎臓学会
　専門医・指導医
日本透析医学会
　専門医・指導医・評議員
日本高血圧学会
　専門医・指導医
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医・
　JMECCインストラクター

日本集中治療医学会専門医
日本救急医学会
　ICLSインストラクター
ICD制度協議会
　�認定インフェクション�
コントロールドクター

京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授
奈良県立医科大学非常勤講師
日本内科学会近畿支部評議員
京都透析医会会長

診療部長（外来管理担当）
診療科長
瀬田　公一
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・CKD教育入院パス　 7日間
・腎生検パス　 7日間
・トルバプタン導入入院パス　 2日間

｜診療実績｜

入院患者数
2024年度 

入院患者数/日（名） 12.1　

平均在院日数（日） 16.3　　

外来患者数/日（名） 24.2　

初診患者数/月（名） 18　

腎生検症例（2024年度）

IgA腎症 15例 DM腎症 1例

腎硬化症 9例 DM腎症＋IgA腎症 1例

MCNS 8 例 半月体形成腎炎 1例

膜性腎症 4例 FSGS 1 例

ANCA関連血管炎 4例 M蛋白関連腎症 1例

ループス腎炎 4例 メサンギウム増殖性腎炎 1例

IgA血管炎 4例 急性リン酸腎症 1例

TIN 3 例 minor glomerular abnormality 1 例

腎硬化症＋IgA腎症 3例 菲薄基底膜病疑い 1例

感染関連腎炎 2例 Crystalline nephropathy（APRT欠損症） 1例

肥満関連腎症 2例

合計：68例
腎生検診断一覧（2024年度）

在宅透析患者数（名） ２

年間血液透析導入患者数（名） 21

腹膜透析患者数（名） 15

年間腹膜透析導入患者数（名） ７

｜教育・啓発活動｜

・伏見CKD医療連携の会
　第28回　2024年10月19日（土）
　　「高齢者CKDのミカタ」
　　　京都医療センター　腎臓内科　　高折　光司
　　「SGLT2阻害薬により高度のケトアシドーシスを来した 1例」
　　　京都医療センター　腎臓内科　　籔本　浩之
　　「CKD診療におけるARNIの位置付け」
　　　京都医療センター　腎臓内科　　西尾　治臣
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｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.04.25	 DKDの薬物療法Update～最新のエビデンスからDKD Fantastic 4 の可能性を探る～
「MR阻害薬の今昔」
高折 光司

2024.04.27	 第 9 回京都腎臓医会腎病理カンファレンス
「I型クリオグロブリン血症を合併し、末期腎不全に至った一例」
河合 悠里子

2024.05.11	 第27回伏見CKD医療連携の会
「明日から役立つ急性腎障害のミカタ」
石田 万菜

2024.06.07	 第69回日本透析医学会学術集会・総会
「繰り返すPD腹膜炎後に直腸癌を合併し,著明な下腸間膜静脈拡張のためハイリスク手術に至った 1例」
高折 光司、石田 万菜、泉谷 梓、平井 大輔、小泉 三輝、西川 元、瀬田 公一

2024.06.28	 第67回日本腎臓学会学術総会
「当院における腎生検にてALアミロイドーシスと診断した症例の臨床学的特徴の検討」
籔本 浩之, 山本 伸也, 松原 雄, 柳田 素子

2024.09.14	 JSN/ERA symposium
「Membranoproliferative glomerulonephritis with striated ultrastructural deposits in a new entity（演題番
号：P-178）」
Manna Ishida, Shinya Yamamoto, Yohei Iwashige, Shuma Miyazawa, Hirosuke Nakata, Seta Koichi, 
Kensei Yahata, Sachiko Minamiguchi, Yoko Endo, Akiko Mii, Akira Shimizu, Motoko Yanagita

2024.09.19	 第21回京都腎病理カンファレンス
「妊娠後に蛋白尿が増加し、多数の全節性硬化糸球体を認めた若年IgA腎症の 1例」
河合 悠里子

2024.09.26	 京都腎臓医会電解質セミナー 症例検討会～低ナトリウム血症～
「複合的な要因により低Na血症を来たし補正に難渋した症例」
籔本 浩之

2024.10.05	 第54回日本腎臓学会西部学術大会
「CAR—T療法後に生じたネフローゼ症候群を腎生検によってTMAと診断した 1例」
籔本 浩之、北井悠一朗、山本 伸也、柳田 素子

2024.10.06	 第54回日本腎臓学会西部学術大会
「肝細胞癌に対しベバシズマブ投与後にIgA沈着を伴い膜性増殖性糸球体腎炎様病変を呈した一例」
河合 悠里子、高折 光司、三井亜希子、清水 章、籔本 浩之、石田 万菜、西尾 治臣、小泉 三輝、瀬田 公一

2024.10.19	 第28回伏見CKD医療連携の会
「高齢者CKDのミカタ」
高折 光司

2024.10.19	 第28回伏見CKD医療連携の会
「SGLT2阻害薬により高度のケトアシドーシスを来した 1例」
籔本 浩之

2024.10.19	 第28回伏見CKD医療連携の会
「CKD診療におけるARNIの位置付け」
西尾 治臣

2024.10.26	 American Society of Nephrology Kidney Week 2024
「Membranoproliferative Glomerulonephritis with Striated Ultrastructural Deposits: A New Pathological 
Entity? A Case Report and Literature Review（演題番号：SA-PO837）」
Manna Ishida, Shinya Yamamoto, Yohei Iwashige, Akiko Mii, Akira Shimizu, Motoko Yanagita

2024.11.16	 第30回日本腹膜透析医学会学術集会・総会
「交通事故による多発外傷後に腹膜透析継続できた 1例」
高折 光司、石田 万菜、籔本 浩之、河合 悠里子、西尾 治臣、村田 真紀、小泉 三輝、瀬田 公一
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発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.11.26	 Kyoto Diabetes Renal Conference
「腎臓内科医からみたSGLT2阻害薬の腎保護メカニズム」
高折 光司

2025.02.01	 第11回京都腎臓医会腎病理カンファレンス
「肺Mycobacterium avium complex症を背景に進行性の腎機能低下を認めたネフローゼ症候群の 1例」
河合 悠里子

2025.02.09	 腹膜透析地域連携セミナー
「腹膜透析における在宅ケア ～日常のケアからラストPDまで～」
西尾 治臣

2025.03.09	 第44回京都透析医会総会・学術集会
「第 1回京都透析医会地震シミュレーションを開催して」
瀬田 公一、小泉 三輝、京都透析医会災害対策WG

2025.03.15	 第52回日本集中治療医学会学術総会
「当院救命救急センター経由で入院となったCovid-19患者におけるAKI・CKD・電解質異常に関する解析」
小泉 三輝、籔本 浩之、石田 万菜、河合 悠里子、西尾 治臣、髙折 光司、瀬田 公一

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［総説］
アルドステロンの腎作用
原発性アルドステロン症診療マニュアル 改訂第 4版, 12-14, 2024, 診断と治療社
瀬田 公一

［総説］
アルドステロン拮抗薬
原発性アルドステロン症診療マニュアル 改訂第 5版, 143-45, 2024, 診断と治療社
瀬田 公一

［総説］
高カリウム血症，どう効率よく治療する？
INTENSIVIST, 17, 1, 41-50, 2025
小泉 三輝

［原著論文］
Protocol for the nationwide registry of patients with polycystic kidney disease: japanese national registry 
of PKD
Clin Exp Nephrol, 28, 82, 2024
Kataoka H, Shimada Y, Kimura T, Nishio S, Nakatani S, Mochizuki T, Tsuchiya K, Hoshino J,
Hattanda F, Kawano H, Hanaoka K, Hidaka S, Ichikawa D, Ishikawa E, Uchiyama K, Hayashi H,
Makabe S, Manabe S, Mitobe M, Sekine A, Suwabe T, Kai H, Kurashige M, Seta K, Shimazu K,
Moriyama T, Sato M, Otsuka T, Katayama K, Shimabukuro W, Fujimaru T, Miura K, Nakanishi K,
Horie S, Furuichi K, Okada H, Narita I, Muto S. 

［原著論文］
Prospective randomized trial of antibiotic prophylaxis for percutaneous renal biopsy
Intern Med, 4265, 2024
Yahata K, Koga K, Hirai D, Seta K, Mori KP, Higashi Y, Tsukamoto T, Ishii A, Kaneko K, Yanagita M,
Kinoshita C, Osaki K, Yoshimoto A, Hata H, Sakane N.
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Protocol for the nationwide registry of patients with polycystic kidney disease: japanese national registry 
of PKD (JRP)
Clin Exp Nephrol, 28, 10, 1004-1015, 2024.10
Shinya Nakatani, Haruna Kawano, Mai Sato, Junichi Hoshino, Saori Nishio, Kenichiro Miura, 
Akinari Sekine, Tatsuya Suwabe, Sumi Hidaka, Hiroshi Kataoka, Eiji Ishikawa, Keiji Shimazu, 
Kiyotaka Uchiyama, Takuya Fujimaru, Tomofumi Moriyama, Mahiro Kurashige, Wataru Shimabukuro, 
Fumihiko Hattanda, Tomoki Kimura, Yusuke Ushio, Shun Manabe, Hirofumi Watanabe, Michihiro Mitobe, 
Koichi Seta, Yosuke Shimada, Hirayasu Kai, Kan Katayama, Daisuke Ichikawa, Hiroki Hayashi, 
Kazushige Hanaoka, ...

［原著論文］
A Case of Radiation Nephropathy Complicated by Tubulointerstitial Nephritis with Predominantly 
Lymphocyte and Plasma Cell Infiltration
Intern Med, 64, 1696, 2024.11
Tatsuaki Kosaka, Koji Takaori, Azusa Izumiya, Daisuke Hirai, Mitsuteru Koizumi, Shinya Yamamoto, 
Akiko Mii, Akira Shimizu, Kiyonao Nakamura, Norio Araki, Koichi Seta

［原著論文］
Membranoproliferative Glomerulonephritis with Striated Ultrastructural Deposits with Significantly Elevated 
Fibrinogen and Fibronectin on Mass Spectrometry Analysis: A Case Report and Literature Review.
Naphron, 13, 1 -11, 2025
Ishida M, Yamamoto S, Iwashige Y, Miyazawa S, Nakata H, Seta K, Yahata K, Minamiguchi S, Endo Y,
Mii A, Shimizu A, Yanagita M.

［原著論文］
Membranoproliferative Glomerulonephritis with Striated Ultrastructural Deposits with Significantly Elevated 
Fibrinogen and Fibronectin on Mass Spectrometry Analysis: A Case Report and Literature Review
Nephron, 149, 7, 411-421, 2025
Manna Ishida, Shinya Yamamoto, Yohei Iwashige, Shuma Miyazawa, Hirosuke Nakata, Koichi Seta, 
Kensei Yahata, Sachiko Minamiguchi, Yoko Endo, Akiko Mii, Akira Shimizu, Motoko Yanagita

［原著論文］
Prospective randomized trial of antibiotic prophylaxis for percutaneous renal biopsy
Clin Exp Nephrol, 29, 3, 269-275, 2025.03
Kensei Yahata, Kenichi Koga, Daisuke Hirai, Koichi Seta, Keita P Mori, Yoshiaki Higashi, Tatsuo Tsukamoto, 
Akira Ishii, Keiichi Kaneko, Motoko Yanagita, Chiharu Kinoshita, Keisuke Osaki, Akihiro Yoshimoto, 
Hiroaki Hata, Naoki Sakane
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